
今月介護事業部では『「生協10の基本ケア」普及学習会～2024年度報酬改定までの心構えを確認しよう～！』
をテーマに学習を開催しました。コロナ感染拡大防止のため充分に対策をとった上で80名が参加をしました。
浴長部長による事業方針では「元気なうちから最後まで支える（看取る）仕組みづくり」を目指すための具体

的な方針が提示されました。その中の一つに自立支援・重度化防止のため「生協10の基本ケア」実施の必要性
について話がありました。またLIFEという新しいシステムを導入することで、データを基に介護の質を高め、
次期報酬改定では「LIFEの活用が要件に含まれる」と予想されていることが分かりました。
その後は、田頭事務長による経営報告があり、コロナ禍でも利用者を優先し対応してきた職員への敬意と感謝

の言葉と「このような状況でも2017年から連続して黒字を続けることができている」との報告がありました。
このことは改めて全職員が様々な状況の中でも日々頑張って支援してきた証だと感じました。「経営・運営の考
え」では「非営利、無差別平等の精神と同時に経営も追及します。なぜなら赤字は何もできない、私たちの生活
水準も上がらない。事業所で立てた目標や予算、毎月・累計の結果を事業所内で共有していきましょう」との話
があり、利用者が安心してサービスが受けられるように、職員が安心して働けるように、経営面についても意識
していくことが必要だと感じました。
そして最後に、中央居宅の松井管理者より「生協10の基本ケアと介護報酬の流れ」についての学習会があり

ました。10の基本ケアとは、利用者の尊厳を護り自立支援型介護の考え方と特徴的な介護方法を10項目にまと
めたものです（別紙参照）。この10の基本ケアは特別なことではなく、私たちが生活をしている中ではほとん
どのことが当たり前に行われています。しかし、加齢や障害に伴い支援が必要になった時、制度や時間の縛りな
どが要因し、当たり前のことが当たり前にできていない現実があります。
このような中、10の基本ケアを作り、実践している法人があります。
奈良県にある社会福祉法人「協同福祉会」です。現場の様子をDVDで視聴する
ことで、生活リハビリを意識しながらチーム全体で利用者を支えている様子を
学ぶことができました。DVDでは、病気によって思うように体が動かなくなった
自分に腹が立ち、家族にきつく当たってしまう利用者の姿が映し出されていました。
その時職員は、本人、家族と一緒に利用者が昔家族で行った、思い出のお寿司屋に
食事にいきました。家族とおいしいものを食べながら、思い出の場所で過ごすこと
で、その利用者は、もう一度頑張ってみよう！と前向きな気持ちになっていました。
一人ひとりの思いや感情に寄り添いながら、当たり前の生活にこだわり、利用者の
尊厳を大切にしているその支援は、中央保健生協の理念とつながる部分があると
感じました。
グループワークでは「学習会を聞いた感想」「10の基本ケアをすすめていくため

に自分自身は何ができるか」について多職種で意見交換を行いました。「様々な要因はあるが、10の基本ケア
をできないと諦めるのではなく、どうやったらできるのかを考えていくことが大切だと感じた」という意見や
「生活リハビリをどんどん在宅でも取り入れていけたらと思った」「支援の時間に縛りがあるが、少ない時間で
も小さな目標を掲げることにより、利用者さんと共に笑顔になりたい。介護という仕事に誇りを持っている」と
いう前向きな意見を聞くことが出来ました。「グループワークを通して多職種と意見交換が出来て本当によかっ
た」との意見が多く、今後も定期的に「10の基本ケア」について職員が一緒に考え、悩み、意見を共有してい
くことの必要性を感じた学習会となりました。
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もっと生活の状況を
医療側に発信
していこう！

今とのギャップをどうやった
ら乗り越えていけるか前向き

に考えていこう！

藤原理事長 大野専務
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